内村鑑三の愛国心 by 菊川, 美代子
Title内村鑑三の愛国心
Author(s)菊川, 美代子









































　内村は、Japan と Jesus を「二つの J」として、キリスト教に入信した札幌農学校時代から最期





















































































































































































であるから、内村は、人と国の如何はその宗教によるとした。次の文章を参照。「As is religion, so is man（人
の如
〔いかん〕
































































































国心を挙げる。管見では、旧約聖書の預言者らの愛国心については 1909 年 4 月 10 日に『聖書之
















への手紙 9 章 2-3 節と 10 章 1 節、ヘブライ人への手紙 11 章 32 節を、そしてイエスの愛国心に
ついては、マタイによる福音書 10 章 5-7 節、同 23 章 37-39 節、ルカによる福音書 13 章 34-35 節、
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